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教育研究部
･.lj汗日lJ
(日 機 構
(2)敦職員数
主 事⊥ 技術部班長
｢
区 分 教育職(-)
クロッピンク､システム部門間Ill農場 畑作
汎用耕地部門 岡山 ･八浜農場 水田
装置化生産部門 岡山 ･本島農場 果樹
岡山農場 野菜 ･花き
山地畜産部門 津高牧場
機械システム部門
行政職(-) 計
技官 事務官
農場長
主 事
助教授
助 手
班 長
主 任
技術官
事務長
係 長
主 任
??
計 4
事務補佐員
技能補佐員
技術補佐員
臨時田務員
合 計 4 8 3
(3)技術部部門別職員数
??????
?????????
??????
?
?
?
部 門 ノ技官 非常勤職員
クロッピンク小システム
汎周耕地
装置化生産
果樹
そ菜･花き
山地畜産
?
?
?
??
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(1)予 算 (振替,事項指定等特殊な予算は除く)
平成 10年度
事 項 金 額 (円)
農場経費
(内訳)作付積算分
収入見込分
機械補修費
自動車維持費
清掃費
警備委託費
汚水処理施設運営費
普通庁費
教官研究費
37,904,000
(23,462,000)
(14,050,000)
(392,000)
195,000
286,000
619,700
310,200
149,000
824,000
平成 11年度 (12月31日現在)
事 項 金 額 (円)
農場経費
(内訳)作付積算分
収入見込分
自動車維持費
消掃費
警備委託費
汚水処理施設運営費
消防設備費
普通庁費
40,322,100 合 計
(2)収 入
平成 10年度
35,837,000
(23,817,000)
(12,020,000)
243,000
300,000
651,000
325,000
40,000
183,000
37,545,000
(円)
区 分 クロツピンクやシステム 汎用耕地 装置化生産 山地畜産 合 計
麦 ･いも類 1,189,820
果 菜 類 868,700
葉 菜 類 2,318,000
根 菜 類 1,947,920
花 井 類 128,000
果 樹
?
? 8,751,365
776,450
684,840
7,700
2,089,980
9,054,070
1,189,820
1,645,150
3,002,840
1,995,620
2,217,980
9,054,070
8,751,365
9,518,188 9,518,188
合 計 6,452,440 8,751,365 12,613,040 9,518,188 37,335,033
平成 11年度 (12月31日現在) (円)
区 分 タロッt:Dンクやシステム 汎用耕地 装置化生産 山地畜産 合 計
麦 ･いも類 831,260
果 菜 類 1,016,060
葉 菜 類 1,239,880
根 菜 類 1,112,450
花 井 類 108,800
果 樹
?
? 7,702,178
731,700
885,530
2,900
1,176,450
8,496,850
831,260
1,747,760
2,125,410
1,115,350
1,285,250
8,496,850
7,702,178
8,056,460 8,056,460
合 計 4,308,450 7,702,178 11,293,430 8,056,460 31,360,518
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(1)土地及び建物面積
農場等名 面 積 (m2) 所在地
岡山農場 91,992 岡山市津島桑の本町1-62
八浜農場 89,568 玉野市八浜町大崎1771
本島農場 22,161 香川県丸亀市本島町泊
津高牧場 312,484 岡山市目応寺
合 計 516,205
･:L宮::h･＼ 1-
(1)営繕王事 (1件50万円以上)
平成 10年度
工 事 名 数量 (式) 金 額 (円)
八浜農場収納庫屋根及び倉庫壁補修工事 1 1,200,000
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5昏 会 議開催状況
平成 11年度
(1)農場会議
開催月日 協 議 事 項 報 告 事 項
3.ll69 1.新カリキュラムによる農場実習の内容について 1.平成10年度後期の農場実習受話状況に
平成11年度農場実習及び基礎農学実習 の内容,方法 ついて
及び対応について協議 2.教育学部附属養護学校職場体験学習について3技術部の作業状況について2.農場報告の編集方針について
第21号の編集について協議 4.ゴミ処理について
農場の実習教育と運営のあり方について 附属農場技術部職員の配置について
農場のあり方及び平成11,12年度農場実習,基礎農学 2.大学等開放特別事業について
(2)運営会議
開催月日 協 議 事 項 報 告 事 項
1.1320347 1.平成10年度作付計画について 1.農学部環境管理委員会の報告について
原案のとおり承認 2.非常勤職員の雇用について
2.平成11年度全国大学附属農場協議会春季全国協議会 3.各部門の近況について
の議題について 4.技官研修について
協議事項等について検討した01.平成11年度の実習について 5.牧場実習について6附属農場利用申込状況について1作物別販売収入の推移
牧場実習の内容,時期,基礎農学実習について検討 2.各部門の近況について
2.全国大学附属農場協議会での ｢作物資源の調査｣依頼 3.技官研修について
について 4.技術部会議について
吉野教官が対応することとされたo 6.作物の販売目について
3.主事,兼担教官の選出及び技術部技官の配置について 7.省エネ囲小一の点検について
` 農場長,主動 吉野教官で立案することとされたo 8.薬品庫の鍵の取扱について
I.平成11年度兼担教官の選出及び専任準官の講座への 1.各部門の近況について
併任について 2.技官研修について
主事は吉野教官に,兼担教官は牧場実習について 3技術 会議について平成11年度農場実習Ⅰ,Ⅱ及び基礎
第4講座の全員の教官にすることで承認oなお運営員会
の委員に及川教官を追加することとされたo
2.平成10年度追加予算の配分について
原案のとおり承認
3.大学開放事業推進経費の要求について
原案のとおり承認
1 全国大学附属農場協議会春季全国協議会
について 農学実習について .
農場長,主事の出席について承認 2.技術部の体制について
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開催月日 協 議 事 項 報 告 事 項
5.10627798103 原案のとおり承認 4.各部門の近況について
3.装置化生産部門の読菜 .花井の名称変更について 5.技術部会議について1岡山大学創立50周年記念事業大学
野菜 .花弁に変更することで決定
1平成11年度全国大学附属農場秋季全国協議会,並びに
教育研究集会について 公開について
農場長の出席について承認 2.各部門の近況について
2.平成11年度中国.四国地区大学附属農場協議会について 3.附属農場の利用申込状況について
高田技官,農場係長の出席について承認, 4.技術部会議について
教官は農場長に一任することとされたo 5.津高牧場の資料室の使用について
3.教育学部附属養護学校の職場体験学習について 6.公道等農場の飛散した落ち葉,枯木
協力することで承認 等の対応について
4.技官研修について 7.平成11年度前期農場実習の履修者数
原案のとおり承認 について1.牧場実習及び本島農場実習について
5.附属農場利用申込書,設備品利用申込書
生産物利用申込書の様式の改正について
再検討することとされたo
6.農場報告の編集担当者について
農場長に一任することとされたO
1.非常勤職員短期 (夏期)ー雇f削こついて
雇用を中止することで承認 2.全国大学附属農場春季全国協議会につ
2.附属農場利用申込書,設備品利用申込書 いて
生産物利用申込書の様式の改正について 3.中国.四国地区大学附属農場協議会に
一部修正意見が出され再度検討し,協議することとさ ついて
れたo 4.技官研修状況について
3.岡山大学 ｢海の家｣開設にかかる施設の借用について 5.技術部会議について
許可することで承認 6.附属農場利用申込状況について
4.農場会議について 7.会計実地検査の実施について
農場会議の検討事項について協議されたo 8.近隣住民の苦情について
1.農場経費決算について 1.農場会議の結果について
原案のとおり承認 2.平成11年度牧場実習について
2.平成10年度臨時経費の要求について 3.各部門の近況について
原案のとおり承認 4.技術部会議について
3.附属農場利用申込書,設備品利用申込書 5.附属農場利用申込状況について1中国 .四国地区大学附属農場協議会
生産物利用申込書の様式の改正について
原案のとおり承認
1平成11年度予算配分について
について1平成11年度全国大学附属農場秋季全
2.平成11年度牧場実習について
3.才女官研修について
4.附属農場利用申込状況について
5.建物の修繕について
6.津高牧場の設備改修について
1.平成11年度後期農場実習について
実習方法等逐次調整していくこととされたo 国協議会並びに教育研究集会について
2.教育学部附属善意学校の職場体験学習について
3.平成11年度大学開放事業について
4.技術部会議について
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開 催 月 日 協 議 事
ll.1012 8 6.農場概要及び農場報告につ
7.津高牧場の将来計画につい
8.本島の行政財産の査察につ
1.平成12年度営繕⊥事の要ij
原案のとおり承認されたo
2.平成12年度作付計画につも
前年度並みの作付計画で技
こととされたo
3.畜魂祭の開催について
原案のとおり承認されたo
1平成12年度作付計画につも
各部門の計画をもとに再度
2.｢総務委員会フィールドサ
ワーキンググループ｣の検
3.農学部ホームページについ
4.年末年始の,1割掃作業につい
-術部で調整の上立案する
＼て
協議することとされた｡
イエンスセンター構想
討状況について
て
て
L･. iL訂 :I･iI訂･:!t:/I.:;:I:早
報 告 事 項
1.農場概要及び農場報裾 こついて
2.平成11年度本島実習について
3.技術部会議について
4.農学部フェアーについて
1.農場概要及び農場報告について
利用日的 施設利用
(時期) 団体名
????㍗? ? ? ???
いもはり
(10月1日-11月10日) 保育園
幼稚園
母子クラブ
その他
教育実習 岡山大学教育学部 3
(10月7日～10月9日) 附属養護学校
????????
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技 術 部
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畑作センター
平成11年度の担当国場面積は152.95a,作付面積は
春作付124.1a,秋作付71.35a,緑肥作付64.Oaの総面
積259.45aで作付率は170%であった｡前年度と比較
すると,圃場面積はほぼ同じであったが,作付率は37
ポイント大幅に増加した｡
土壌改良策として,積極的に緑肥作目を取り入れ,
エンバク,ソバ,ギニアグラス,オオムギ等,時期と
後作を考慮した作付を行った｡特にカボチャの間作
エンバク(極早生スプリンター)は,敷養田･防風用･
雑草抑制 ･緑肥用等の多用途化をねらって作付を
行った｡また景観用 ･緑肥として,赤花そば (高嶺ル
ビー)の作付けも行った｡生育とすき込み作業は順調
で今後も継続したい ｡また今年も籾殻の投与を八浜
農場の協力を得て行った｡温室2棟に1200kg,ビニー
ルハウス2棟に750kg,圃場に2400kgの投与を行っ
た｡なお前述の作付率の向上は,緑肥作の増反に基因
する｡
今年度は当農場において,害虫(アブラムシ･ヨト
ウムシ)が多発し,栽培管理に苦慮した｡収量に影響
のあった作目も一部認められたが,全体では最小限
に止まった｡
また秋野菜の豊作による一般市場の価格の低落で,
当部門の収入面で大きな影響を受けた年であった｡
第1･2表に1999年度クロッピングシステム部門作
付概要を示した｡
カンショはマルチ栽培法が確立し,安定した生産
ができたが,9月の高温異常によると思われるヨトウ
ムシが多発し,また黒星病が一部発生したが,早期防
除で影響はほとんどなかった｡また継続課題の採苗
の試験を行い,収量分析を行った(結果は農場報告に
記載)0
エダマメ･スイートコーンは,収穫日予測回帰式に
よって計画的な作付がより確実にできた｡今後も技
術体系の確立と共に計画的作付を行いたい｡
レタスは導入2年目の作目であるが,作付は秋作を
行い,温室 ･ビニールハウス･露地栽培の作型を行っ
た｡病害虫も少なく,全体としては生育 ･品質とも良
好であった｡主力の作目になると考え,来年度は春作
も試みたい｡
春バレイショは,アブラムシの媒介によると思わ
れるYモザイク様病の発生のため,例年の半分以下
に減収した｡病害虫の早期発見･防除の重要性を痛感
した｡
秋バレイショは,作付後の9月 ･10月の気温が30
度を上回る高温のため,発芽障害 (種芋の腐敗)を生
じ,収穫皆無となった｡作付け方法の見直しが必要で
あろう｡
今年度から芋掘り機の導入により,バレイショ収
穫期の労力が省力化できた｡
近年低迷しているバレイショ生産の改善を計り好
結果が出るよう努力したい｡
ミズナ ･バクチョイは,すべて移植栽培を行い生
育 ･品質 ･生産も良好であった｡今後の課題は,販売
と生産のバランスを考慮した作付をしたい｡
ネギは当農場では従来,仮植一定植法を採用して
きたが,今年度は直接定植を一部行った結果,仮相法
との差は無いようであった｡来年度は直接定植法を
全面的に採用したい｡
サ トイモは栽培管理の技術体系は確立し,生産も
安定したが,毎年の課題である収穫時期の遅れ,調整
の省力化が今年も問題になった｡改善策を考慮 した
い｡
ダイコン･カブはマルチ栽培を採用してからは,脂
調な生産 ･収量をあげている｡栽培管理は,生育初期
の虫害防除を徹底して行うことが重要であろう｡
ホウレンソウは主力の作目で力点をおいている｡
マルチ栽培を行い,品種の選択,播種時期の設定を考
慮し,発芽前後の濯水に注意をはらった｡春作の一部
に抽苔による廃棄処分を行った区,秋作の鳥害によ
る追塙をした区もあったが,全体としては,生育旺盛
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で品質良好であった｡
カンランは秋作に主力を注ぎ,4品種で時期に応じ
た作付を行ったが,今年も虫害(アブラムシ･ヨトウ
ムシ)が多く,防除を数度か行ったが,効果は少なく
低収になった｡
ブロッコリー･カリフラワーは安定した生産をあ
げている作目である｡作付面積の拡大を計りたい｡
セロリーは今年から新たに作付した作目である｡2
品種(コ-ネル619･トップセラー)を選択した｡秋に
収穫期を定め,ビニールハウスで直播･育苗後,鉢上
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げを行いどこ-ルハウスに定植をした｡播種から育
苗期間の長い作目であることと,夏の高温時期が育
苗期間にあたり,立ち枯れ等の生育障害が多発し苦
慮した｡結果は,トップセラー0.5a分の定植を行い,
12月から1月に収穫にいたった｡品質はまずまずの
出来であった｡来年度も作付の予定であり,資料調
査 ･研究を行い再度試みたい｡
(山奥隆 ･酒井富美子)
第1喪 クロッピングシステム部門1999年度作物別榔種概要(A)
圃場 商機 品 種 生産量 収量
a kg kg/10a
栽培密度 畦幅 疎開
株/a cm cm
カンショ
カンショ
カンショ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
カボチャ
カボチャ
カボチャ
カボチャ
スイートコーン
スイートコーン
スイートコーン
スイ-トヨ-ン
春カンラン
春カンラン
春カンラン
春カンラン
春カンラン
カンラン
カンラン
カンラン
カンラン
カンラン
カンラン
カンラン
カンラン
カリフラワ-
カリフラワー
カリフラワ-
西3 3.00 高系14 4,837.0 2,545.2
西5 15.00 高系14 * ☆
西5 1.00 13品種 ☆ ☆
温室A i.50 サッポロミドリ 160.0 457.1
温室A 1.00 サッポロミドリ ☆ ☆
ハウス3 1.50 サッポロミドリ 193.0 1,286.7
酉2 2.50 宝石 1,840.0 1,157.2
西2 2.50 宝石 幼 虫
酉2 2.50 宝石 ☆ ☆
酉2 2.50 北海熊豆 ☆ ☆
酉2 2.50 北海親愛 ☆ ☆
西2 2.50 北海黒豆 ☆ 中
西2 0.90 北海巣立 幼 女
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?????? ??????
???
???????
西3 3.20 カクテル86 1,922.0
西3 2.90 カクテル86 ☆
西3 3.20 アストロバンタム ☆
酉3 3.20 アストロバンタム ☆
西1 1.00 おきな 1,584.0
酉5 0.75 おきな
西1 1.00 おきな
西1 1.00 初秋
西5 0.25 初秋
酉3 0.50 早秋
酉3 1.00 南安
西3 1.50 湖月
西3 0.50 うしお
西3 0.50 うしお
西3 1.00 湖月
商3 0.50 うしお
西3 1.00 湖月
西3 0.50 スノ-クラウン 163.8
酉3 0.50 スノ-クラウン ☆
西3 0.50 スノ-クラウン ☆
????
?
?
㍊??
? 〜?
? ?
?
?? ?
??
???
? ??????????
?
?? ????????????
? ? ?
?
?
? ?
??? ??? ??????????
???? ?????????? ?? ?? ????????????? 】? ? ????
????
? ? ? ? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?
????
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第1表 クロッピングシステム部門 1999年度作物別耕種概要(A)
春ブロッコリー
春ブロッコリー
春ブロッコリー
春ブロッコリー
ブロッコリー
ブロッコリー
ブロッコリー
ブロッコリー
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
サ トイモ
シュンギク
シュンギク
ミズナ
ミズナ
ミズナ
ミズナ
ミズナ
春カブ
春カブ
圃場 面積 品種 生産量 収量 栽培密度 畦幅 林間
a kg kg/10a 株/a cll Cm
西1 1.00 ハイツ 647.5
西5 0.50 ハイツ ☆
西1 0.50 ハイツ ☆
酉1 0.50 ハイツ ☆
西3 1.00 ハイツ 女
酉3 0.75 ハイツ ☆
西3 0.25 ハイツ ☆
西3 0.50 ハイツ ☆
酉5 0.50 パレード 1,475.8
西5 0.50 パレード ☆
西5 0.50 リード ☆
西4 0.50 リー ド ☆
西4 0.50 リー ド ☆
酉4 0.50 おかめ ☆
西4 0.50 おかめ ☆
西4 0.50 おかめ ☆
酉5 0.50 おかめ ☆
西5 0.50 リー ド
西4 1.00 リー ド
酉4 1.00 リード
西4 1.00 リー ド
西4 1.00 パレード
酉4 0.50 パレード
西4 0.50 パレー ド
酉4 1.00 リー ド
ハウス1 1.00 リー ド
ハウス2 1.50 リー ド
?
??
?
????
????? ? ?
? ????????????
???????? ?? ? ?? ???????????
?
??? ????????????
??
???
?
???? ? ?
?
?
?
?? ??
?
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1,295.0
☆
☆
☆
???
?
?
??????
?
?? ?? ?
?
? ?
?
333 60 50
333 60 50
333 60 50
333 60 50
333 60 50
333 60 50
333 60 50
333 60 50
???????????
????????
?????????????
? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?
?
?
? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ??
????
?
??? ? ? ????
? ? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?????? ??
第 1泰 クロッピングシステム部門1999年度作物別耕種概要(A)
圃場 面積 品種 生産量 収 量 栽培密度
a kg kg/10a 株/a
? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?
? ?
? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?
? ? ?
? ? ?? ? ?? ?? ?? ?? ?
? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ?? ?? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ????
?
?
?
?
??????
?
?
?
?
??
??
?
?
??????
?
?
??
酉2 1.00 ひかり
西2 1.00 ひかり
西2 1.00 ひかり
酉2 1.00 ひかり
西2 1.00 ひかり
西4 1.00 おはる
酉4 1.00 おはる
西4 1.00 おはる
西2 1.00 耐病総太り
酉2 1.00 耐病総太り
西2 1.00 耐病総太り
西2 1.00 耐病総太り
西2 1.00 耐病宮垂
西2 1.00 耐病総太り
??
?
?
?
?
??????
?
?
?
?
??????????? ?? ???????????????
?
?
?
????????????????????????
?
?
?
872.2
1,085.0
933.0
1,225.0
987.5
????????
?
?? ?ー
??????????????????????
??
?
?
デジマ 0 0
レッドアンデス 0 0
Fl紅かもめ 662.0 1,655.0
Fl白かもめ ☆ ★
Fl紅はと ☆ ☆
Fl白ばと * *
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西1 3.75
西1 1.25
西1 1.25
西1 1.25
酉1 0.75
西1 0.75
???????
春ダイコン
春ダイコン
春ダイコン
ダイコン
ダイコン
ダイコン
ダイコン
ダイコン
ダイコン
春ニンジン
春ニンジン
春ニンジン
春ニンジン
春ニンジン
ニンジン
ニンジン
ニンジン
ニンジン
ニンジン
春バレイショ
春バレイショ
春バレイショ
春バレイショ
春バレイショ
バレイショ
バレイショ
ハボタン
ハボタン
ハボタン
ハボタン
第 1褒 クロッピングシステム部門 1999年度作物別耕種概要(A)
圃場 面積 品種
a
???? ? ?? ????
???????????
春バクチョイ
春バクチョイ
バクチョイ
バクチョイ
エンノヤク
エンノヾク
エンバク
エン′†ク
オオムギ
オオムギ
ギニアグラス
ソノヤ
ソバ
アスパラガス
セロリ
マビキナ(ニンジン)
マビキナ(ダイコン)
マビキナ(カブ)
カンショ苗
生産量 収量 栽培密度 畦幅 株間
kg kg/10a 株/a cm cm
温室C 0.50 小春
温室C 0.50 九条ネギ
ハウス2 1.50 九条ネギ
西1 10.00 九条ネギ
南3
ハウス3
ハウス1
温室A
温室A
温室A
温室C
???????? ????
???????????
?
?
?
シスコ
シスコ
??????????????
??????ッ???
175.4 1,754.0
☆ ☆
1,654.5 1,654.5
?????
?
?
?
?
?
ー ? ? ?????
?
?
???
???
??
?
?
?
?? ??? ? ?【
??
?
商3 10.00 極早生スプリンター
南3 6.00 極早生スプリンター
西4 9.00 ネグサレタイジ
西1 4.50 ネグサレタイジ
酉5 1臥00 あまぎ2号
酉3 3.00 あまぎ2号
南3 5.00 ナツカゼ
酉4 6.00 高嶺ルビー
西6 2.50 高嶺ルビー
????
30 条播
30 条播
30 条播
? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?
?????
??
?
? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?
?
? ?? ?? ?? ?
?
???????? ? ? ? ? ?? ?? ?? ? ??
? ??
- 散播
一 散播
西5 1.00 ポール トム 7.4 74.0 333 60 50
ハウス3 0.50 トップセラー 43.5 870.0 417 60 40
105.4
127.1
ひかり 156.4
温室A 高系 14 2,640.0
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第 2表 クE3ッビングシステム部門1999年度作物別耕種概要 (B)
作 目 播種日 定植日 収穫始 収穫終 施肥量 基肥量
kg/10a kg/10a
N P205 K20 N P205 K20
?
??
? ?
? ?
??????
?
? ?
???? ?????? ?
?
?? ??????? ??????????? ?? ??
????
?
?
???
?
? ????????
?
?????
?
? ? ????????????
?????
?
? ? ?? ????
?
??????
? ??? ?? ? ?????????????? ?? ???? ??
????????????????? ?????????????????? ? ?????????
?
???
? ?? ????????????? ??
???
? ??????????
??
?
?
??????? ?????????
?????????
?????? ????
???????????
???????????
????????????????????????????????
?
? ????????????????????? ? ??
?
??
????????????????
????????????????????
??
???
? ???????????????????
??
?? ??
?
? ?
? ?
? ??????? ???????????????????????????????
?????
??
???????
?
???????????????? ????????? ??????? ?????? ????????
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カンショ
カンショ
カンショ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
エダマメ
カボチャ
カボチャ
カボチャ
カボチャ
スイー トコーン
スイー トコーン
スイー トコーン
スイー トコーン
春カンラン
春カンラン
春カンラン
春カンラン
春カンラン
カンラン
カンラン
カンラン
カンラン
カンラン
カンラン
カンラン
カンラン
カリフラワー
カリフラワー
カリフラワー
第2表 クロッピングシステム部門1999年度作物別耕穫概要 (B)
作目 播種日 定植口 収穫始 収穫終 施肥量 基肥量
kg/10a kg/10a
N P205 K20 N P205 K20
30.1 25.1 23.6 30.1 25.1
30.4 37.7 24.0 24.0 24.0
30.4 25.4 23.9 30.4 25.4
30.4 25.4 23.9 30.4 25.4
??????????????????
21.6
21.6
21.6
23.6
06.24 23.6
06.24 38.8
06.24 23.9
06.24 23.9
????? ?? ?????????????? ??
????? 〞???
?
? ?? ? ?? ?? ? ?? ?? ?????
?
? ? ? ?? ? ? ? ?????? ?
?
? ? ? ??????? ?????????? ?? ? ??????? ????
????????????????????????
??
??
? ?
??
?????? ??????????????
??
??????????
????? ??????????????????
???? ‖??????? ?????? ???????? ??
? ?
?????
??????????????? ???????????????????????????????????
?????????????????????
? ??????????????????????
??????????
???????????
??????
??????????????????
???????????????????
?????????
?? ???? ????
????
?? ??? 【
??
????????
春ブロッコリー
春ブロッコリー
春ブロッコリー
春ブロッコリー
ブロッコリー
ブロッコリー
ブロッコリー
ブロッコリー
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
春ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
ホウレンソウ
サ トイモ
シュンギク
シュンギク
ミズナ
ミズナ
ミズナ
ミズナ
ミズナ
春カブ
春カブ
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第 2泰 クロッピングシステム部門1999年度作物別耕桂概要 (B)
播種日 定植日 収穫始 収穫終 施肥量 基肥量
kg/10a kg/10a
N P20r, K20 N P20r, K20
??????????????????????????????????????????? ?? ????
??????????????????? ???????????? ???????
?????????
?
????
?
?
? ?? ?
? ??????????? ?? ? ? ? ?? ????????????????? ?? ???
?
?
??????????????? ? ?? ???????? ? ??????????????
?
?
??
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
??????????????????????????????????????????????????
?????? ??????????????????????????????
?
??
?
?????????????
???? ? ? ?????????? ??↓ ????? ???????
?????? ????????
???
?
?
?
?
????????????????????????
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????????
?????????
????????
????????
????????
??
???????
?????????????
??????????????
???????
〔 ?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???????????? ??
?????????????
????? ? ?
?? ?? ?? ????? ?????
???????
春ダイコン
春ダイコン
春ダイコン
ダイコン
ダイコン
ダイコン
ダイコン
ダイコン
ダイコン
春ニンジン
春ニンジン
春ニンジン
春ニンジン
春ニンジン
ニンジン
ニンジン
ニンジン
ニンジン
ニンジン
春バレイショ
春バレイショ
春バレイショ
春バレイショ
春バレイショ
バレイショ
バレイショ
ハボタン
ハボタン
ハボタン
ハボタン
第 4衰 ク日ッビングシステム部門 1999年度作物別納種概要 (a)
播種日 定植日 収穫始 収穫終 施肥量 基肥量
kg/10a kg/10a
N P205 KzO N P205 K20
19.0 22.9 19,9 17A 21.3 18.3
19.0 22.9 19.9 17.4 21.3 18.3
36.6 34.3 37.8 22.5 25.7 23.2
??????
???? ????
03.27 44.3 38.4 38.4 16.0
?????????????????
?
?????
? ??????????????? ?? ??
?
?????
? ????????????
??????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
????
?
??
?
?
?
?????
???? ? ???? ? ? ?????????????? ????????? ??
???
?
?
?
? ? ?
?????
?
???
?
? ??
?
?
???
?
? ??
?
?
???
?
?
?
?
???
?
?
?
?
???
?
??????????????????
????????????
???
??????????????? ? ? ???? ???
????? ‥?????????????
?????????? ???? ??????? ????
???
???????????????
??? ?????????
??????????? ?? ???? ?????????
????? ?
????
??
????
??
?????
???? ? ?? ???
???????????
春バクチョイ
春バクチョイ
バクチョイ 10.08
バクチョイ 10.08
エンバク 02.17
エンバク 03.12
エンバク 03.03
エンバク 03.03
オオムギ 12.01
オオムギ 12.03
ギニアグラス 08.09
ソバ 08.27
ソバ 09.03
アスパラガス 04.28 04.14
セロリ 06.11 10.13 12.02
04.28 06.17 22.8 22.8 22.8 15.2 15.2 15.2
マビキナ(ニンジン)
マビキナ(ダイコン)
マビキナ(カブ)
カンショ苗 03.19
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平成4年度以降岡山水田と八浜農場は汎用耕地部
門として一体的に水稲栽培を行ってきた｡これに伴
い,本年度も麦裏作の栽培は行っていないが,昨年度
より転作作物としてへイ･スーダンを作付けしてい
る｡岡山県南部の天候は5-6月中旬にかけては雨が
少なく,6月中旬に梅雨入りしてからは曇雨が多く7
月上旬にやや低温となり,梅雨後半には大雨も降っ
た｡その後の天候は曇りながらも比較的高温に推移
して,9月下旬には,台風が接近した｡作柄としては
八浜水田で行っている乾田直播栽培には,播種後の
降水量が少ないため発芽が悪く,初期生育が遅れた｡
そのため6月中旬の入水時に例年のような水管理が
できず雑草が多く発生 した上,出穂後の高夜温によ
り粒の肥大充実がやや不良であったoこのため水稲
の作柄は全国平均で101の ｢平年並み｣となったが,
岡山県南部の作況指数は97の ｢やや不良｣であった｡
岡山水田は栽培品種をアケボノに統一し,昨年まで
行っていた乾田直播栽培は鳥等等により発芽が悪い
のでとり止め,田植え機を用いて成苗 (薬齢5-5.5)
を1号,2号水[引こ移植栽培した｡また,3号水田で
は,修士･卒業論文作成のための試験が行われ,多く
の研究成果が報告された｡八浜水田は1号-5号水田
を乾田直播栽培,6号水田に成苗 (葉齢5-5.5)を用
いた移植栽培とし,栽培品種をアケボノ以外に新し
く4号,5号水軌 こ中生品種のヒノヒカリを導入し作
業の分散をはかった｡また,昨年と同じく乾田直描栽
培水田では秋落ちしやすい傾向がみられるので水田
の一部分に追肥を行った｡
本農場の水稲収量は岡山水田497kg/10a,八浜水田
アケボノ461kg/10a,ヒノヒカリ429kg/10a,平均
458kg/10aとなり昨年 (503kg/10a)より低かった｡こ
れはコンバイン等の老朽化による収穫ロスも考えら
れるOまた,昨年度より作付けしているへイ･スーダ
ンは天候に恵まれ生育が良く,1回刈り目は1893kg/
10a,2回刈り目には1785kg/10aとなり,今年は秋期
の気温が高かったので12月に3回刈り目1678kg/10a
を行い,合計5356kg/10a(生草)となった｡
(多田正人)
第 1表 栽培面積
作 目 栽培様式 品 種
移 植 アケボノ
移 植 アケボノ
移 植 アケボノ
試験研究用
直 播 アケボノ
直 橋 ヒノヒカリ
移 植 アケボノ
へイ･スーダン
栽培圃場 (面積 :a)
1号(40)
2号(64)
3号(10)
3号(5,研究室 ･未収穫)
1号(211)2号(158)3号(69)
4号(81)5号(134)
6号(54)
1号(70)
第2表 栽培の概要
栽培様式 品 種 播種L移植期 播種量 種類 施肥量O(g/10a) 収穫期
kg/10a N P205K20
岡山水田
水稲
八浜水田
水稲
牧草
移 植 アケボノ 5/13･6/16 1.4 LP 8.1 8.1 8.1 10/21～10/25
直 播 アケボノ 5/10-5/12 6.0 LP9.1～13 9.1 9.1 10/29-ll/5
直 播 ヒノヒカリ 5/19-5/21 7.0 LP9.1-14.1 9.1 9.1 10/12-10/19
移 植 アケボノ 5/19-6/23 1.4 LP 7.8 7.8 7.8 11/4-ll/5
直 楢 へイ･スー ダン 4/26 7.0 化成 14.6 5.6 5.6 7/9-12/14
岡山大農場報告 No.22200045
第3表 水 稲 防 除 作 菓 内 容
薬剤名 圃場名 (号田) 使用量(10a)
八浜水凹
除草剤
殺虫 ･殺菌剤
岡山水田
除草剤
殺虫 ･殺菌剤
サターン乳剤 1,2,3,4,5
スタム乳剤 1,2,3,4,5
スダム乳剤 1,2,3,4,5
シガ ン粒剤 1,2,
ダ､イシストン粒剤 1,2,
EPN乳剤 1,2,
ハ小1)タやシン水和剤 1,2,
770ロード水和剤 1,2,
EPN乳剤 1,2,
)1小リタ1'シン水和剤 1,2.
770ロ小や水和剤 1,2,
ヒノ町ン乳剤 1,2,
???????
????????
????????
????????
シガ ン粒剤 1,2,3
EPN乳剤 1,2,3
ハ小甘 シン水和剤 1,2,3
ア70ロ小tl水和剤 1.2,3
EPN乳剤 1,2,3
ハ小リタやシン水和剤 1,2,3
770ロ+小水和剤 1,2,3
ヒノサ小ン乳剤 1.2,3
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?? ?? ???? ???? ???? ?? ?? ???? ???????? ??? ??? ? ? ?
5/31-6/1
5/31-6/1
6/13-6/14
6/21～7/2
6/1-6/2
8/4-8/5
8/4-8/5
8/4-8/5
8/20-8/25
8/20-8/25
8/20-8/25
8/20-8/25
6/18-6/25
8/5
8/5
8/5
8/24
8/24
8/24
8/24
㌦. i:::･['.;-.･if'Jl:.'L:I:.:I.･.十鉦 Ja
果 樹 部
平成11年度の果樹類の生産は,
前年度に引き続きおおむね順調で
あったが,全体的に着果過多の傾
向にあり,次年度以降の隔年結果
や樹勢の低下が懸念されたo
平成11年度における,岡山農場
の栄樹生産量を第1表,本島農場
の柑橘類生産量を第2表に示 し
た｡なお,柑橘類に関しては,前
号に掲載することができなかった
平成10年度の生産量を,第2表に
併せて掲載した｡
各栄樹の概況は以下の通りで
あった
第1衰 平成11年度 岡山農場栄樹生産量
f･rl:H.i l■‖).柿 面積 (a) 生産量 (kg)
モモ 清水白桃
あかつき
紅清水
黄金桃
白鳳
ブドウ 藤稔
ピオーネ
巨峰
マスカット.ベ-リー A
ヒロハンブルグ
ア-リー ･スチュ-ベン
ネオ ･マスカット
デラウェア
マスかソトオブ･アレキサンドリア
グロー･コールマン
リンゴ つがる
千秋
ふじ
カキ 富有
松本早生富有
平核無
西条
愛宕生栄
愛宕乾呆
キウイフルーツ
ウメ
ビワ
?????????????? ???
?
??? ?? ?
? ? ?? ?
? ?
448
461
304
280
132
???????
?
?????? ??????
??? ?????????????
第2表 本島農場柑橘類生産量
生産量 (kg)
平成10年度 平成11年度
温州ミカン
ナツミカン (甘夏)
イヨカン
ハッサク
ポンカン
セミノール
レ宅ン
その他
?????????????????
8,540
728
1,138
52
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(1)モモ
開花期の低温により結実が不安定で,全体的に結果
数が少なく,特に 清`水白桃'では大幅な減収となっ
た｡
早生品種の あ`かつき'と 紅`清水'では結実不良
の影響は少なく,満足できる生産量を確保できた｡ま
た,大玉栄の割合が高く,食味も安定していたため,
一部は贈答用に販売が可能であった｡
毎年贈答用に販売している 清`水白桃'は,秀品率
が低く,一部で渋栄の発生が認められたため,販売所
での即売が中心となった｡
樹齢が20年以上の 白`鳳'については,収穫終了
徳,すべて伐探した｡
(2)ブドウ
各品種とも着果過多が続き,一部で樹の衰弱が認め
られた｡
樹勢の低下は, マ`スカット･ベ-リーA'と ビ`
オ-ネ'で著しく, マ`スカット･ベ-リーA'では
結果枝が極端に弱まり, ピ`オーネ'では多くの宋房
が成熟不良のため収穫できなかった｡
雨よけハウスで栽培している他品種では, 藤`稔'
に熟期の遅れがみられ, ヒ`ロハンブルグ で宋粒の
肥大が劣ったが, 巨`峰'では例年よりも品質の良い
果実が生産できた｡
ガラス室で栽培している マ`スカット･オブ･アレ
キサンドリデ と グ`ロー･コールマン'は,平年並
みの作柄で,昨年定植した苗木も順調に生育した｡
昨年多発したコナカイガラムシは,休眠期の粗皮剥
ぎにより減少した｡
(3)リンゴ
各品種とも生産量は前年を下回り,食味もあまり芳
しいものとは言えなかった｡
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本年は著花数の少ない樹が多く,また夏季には,風
通しの悪いハウス中央部で,ハダニによる被害から
落葉する樹が多くみられた｡このため,晩生品種の
ふ`じ'に関しては,著しく落葉した樹について9月
に再度着果量の調整を行い,樹勢の回復をはかった｡
本年も労力の不足から摘果が不充分で,全体的に
小玉栄の割合が高かった｡
(4)力率
隔年結果の傾向がみられる 西`条'と 乎`核無'は,
表年にあたるため,昨年よりも生産量が増加した｡
樹齢が比較的若い 富`有'と 松`本早生富有'は,
安定した生産量で推移しており,果実の品質も優れ
干柿に加工した 愛`宕'では,乾燥中に腐敗する果
実は少なかったが,完全に乾燥してからも多くの果
実で渋みが残った｡
1号園の 松`本早生富有',西`条',西`村早生'に
ついては,老木のためすべて伐採した｡
(5)キウイフル-ツ
1995年11月に定植した樹が本格的に結実するよう
になり,少量ではあるが販売が可能となった｡
苗木の活着は依然として悪く,今年も数本が枯死
した｡
(6)柑橘類 (奉島農場)
温州ミカンは裏年にあたるため,生産量は前年の
2倍以上であったが,小玉架が多く,食味も例年より
劣った｡
甘夏の生産は安定しているが,セミノールは鳥害
のため大幅な減収となった｡
(松田政紀,近藤毅典)
野菜 ◎花き部
平成11年度における野菜および花きの耕種 ･生産
の概要を第1表と第2表に示した｡本年度は技官1名
と技術補佐員1名の計2名で栽培管理を行った｡
本年度の特筆すべき点は,八浜農場の協力により
前年産のワラを大量に利用することが可能になり,
これまで畦の上だけにしか敷くことができなかった
ワラを,圃場全面に敷きつめることができたことで
ある｡その結果,露地栽培のキク,トマ トおよびナス
において除草作業に要する時間を大幅に削減するこ
とができた｡
(1)果薬類
これまで,スイカは放任栽培を行っていたため,檎
節位で着果した果実が空洞栄になり果実間での品質
の変動が大きかった｡今年度は,最も望ましいとされ
る20節前後での着果を目標に,主枝を4本に整枝し
た｡その結果,空洞栄がなくなり,品質の高い果実の
生産が可能となった｡また,例年大発生していたウリ
ハムシによる被害はほとんどみられなかった｡
本年度より温室においてイチゴの栽培を開始した｡
育苗は順調であったが,定植直前からハダニが発生
し,その防除に多くの時間を費やした｡薬剤散布によ
るストレス並びに実習の関係による定植の遅れから,
十分な初期収量が得られなかった｡
(2)葉菜類
ハクサイは,昨年まで直播きによる栽培を行って
きたが,今年度はセル苗による移植栽培を試みた｡し
かし,消毒せずに用いた育苗培土の排水が悪く,発芽
直後に立ち枯れ症状を示す個体が多発した｡定植後
の生育は順調で欠株も少なかったため,ここ数年の
中では最も高い収量となった｡
昨年度,試験的にビニルハウスのキクの収穫後に
コマツナを栽培したところ∴収量がかなり見込める
ことが分かったので,今年度は規模を拡大して栽培
した｡前作の畝を崩さずそのまま利用することによ
り,省力化が可能となり,高い労働生産性を示した｡
(3)花き
カーネーションについては,従来,定植後2年間に
わたって収穫してきたが,昨年購入した苗の定植後
の生育が良くなかったうえ,ハダニが大発生したた
め,収穫を12月に打ち切った｡汎用温室B棟ではア
ルス トロメリアも栽培しているが,夏期における管
理が困難なため6月で収穫を打ち切る予定である｡
(高田圭太)
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第 1表 平成 11年 度 に お け る野 菜 の耕 種 ｡生 産 概 要
作 目 イチゴ キンウリ スイカ ソラマメ トマ ト ナス コマツナ ハクサイ タマネギ タマネギ苗
l‖'】I･rj.
圃場
A.作付面積(a)
B.総J文鳥主(kg)
総労働時間(h)
内実習補助Ol)
作業時間Ol/10a)
桝起 ･整地
播種 ･定植準備
育苗
施肥
播種 ･定植
整枝 ･誘引
除草
収穫
薬剤散布
片づけ ･その他
合計
10a当収量 (B/AX10,kg)
労働生産性(B/C,ltg/h)
温室 南2号 南2号 西1号 南2号 南2号 ハウス 南2号 南1号 南2号
1.8 2.5 7.5 4.0 1.5 3.5 7.5 14.1 13.3 1,5
188 103.0 1,611.5 498.() 316.0 1,O32,5 359,6 2,126.4 4,138,0 11,300(本)
0.0 5.0 83.3 43.6 29.1 101.6 45.9 137.6 104.7 53.0
2.0 0.0 3.0 0.0 3.8 5.5 0.0 0.0 5.2 0.0
???
?
?????????
?
?
? ???????
?
?
?? ???????????
?
? ?
???
? ??? ????????? ?
????
?
?
???
?
第2表 平成 11年度 に お ける花 さの耕 種 ｡生 産 概 要
作 目 アルストロメリア カーネ-ション カスミソウ スターチス プリ-ジア キク キク
品種
圃場
A.作付面積(a)
B.総収量(本)
C.総労働時間(h)
内実習補助(h)
作業時間Ol/10a)
桝起 ･整地
描種 ･定植準備
育苗
施肥
摘種 ･定植
整枝 ･誘引
除草
収穫
薬剤散布
片づけ ･その他
ビクトリア他 バーバラ･他 ブリストルフェアリ- ラメー ル･他 ゴ-ルデンイエロー 他 笥小路･他 秀背の心･他
汎用温室B棟 汎用温室B棟 汎用温室C樺 汎用温室C棟 汎用温室B棟 南1号 ハウス
1.7 1.8 0.7 0.7 0.5 6.0 2.5
3,075 1,565 941 3,124 1,151 8,547 2,876
96.9 55.5 29.5 70.9 44.3 298.0 168.3
0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 6.3 0.0?
?
?
0.0 11.9
0.0 63.1
1,8 27.9
0.5 0.0 0.0
????? ???
?
???
0.0 6.5 31.0 51.1
286.1 103.6 24.3 38.1 3
43.1 0.0 0.0 0.0 63.0
230.8 104.0 138.9 482.4 559.0
6,4 32.6 32.9 49.6 3.6
2.9 59.6 91.6 63.1 87.6
合計 569.7 308.2 421.4 1,012.6 865.2
10a当収屋 (B/AX10,本) 18.088.2 8,694.4 13,442.9 44,628.6 23,020.0
労働生産性 (T3/C,本/h) 31.8 28.2 31.9 44.1 26.0
1.7 12.0
39.3 35.2
58.1 61.7
3.0 4.0
29.7 40.0
136.3 278.8
42.9 9.7
89.1 144.5
18.7 14.3
67.6 73.2
486.2 673.3
14,245.0 11,504.0
28.7 17.1
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(1)和牛
平成11年の飼育牛移動状況を第1表に示した｡子
牛生産頭数は雌11頭,雄20頭の計31頭であった｡そ
のうち受精卵移植の慶子は雌3頭で,2頭は保留の予
定である｡本年の販売総数は,31頭で,そのうち子
牛が23頭,肥育牛が8頭であった｡
繁殖成績を第2表に示した｡人工授精で80%,受
精卵移植では,受胎させることができなかった｡人工
受精では,高い受胎率を得ることができたが,受精卵
移植では,受胎牛を出すことができなかったので,次
年への課題としては,排卵の確認,黄体の良否の選
別,無菌操作,出血防止,移植部位などに注意して,
移植技術の向上に努めたい｡
子牛の販売成績を第3表に示した｡出荷頭数は,去
勢15頭,雌8頭の合計23頭であった｡出荷日齢は,
前年と比較して,去勢で9日,雌で2日延びた｡出荷
体重は,前年と比較して,去勢,雌とも大きめであっ
た｡価格は,前年より去勢は高値,雌では安値であっ
た｡本年も,生後1･2カ月の子牛が,下痢を発症し,
発育が遅れるものが,数頭みられた｡今後は了F痢の
予防,早期発見･早期治療に努めて月齢に応じた発育
の牛を育ててゆきたい｡
枝肉販売成績を第4表に示した｡去勢牛の出荷は,
3頭で枝肉格付は,A-2が1頭,A-3が2頭であった｡
去勢牛が中期以降の餌喰いが悪くなり発育が止まる
のが早いようなので,今後はそれらの改善に努めたい｡
第1表 平成11年度飼育移動状況
雌 醍 合計(頭)子牛 育成牛 繁殖牛 肥育牛 子牛 育成牛 肥育牛
平成11年1月1日現在 9 2 38 3 15 4 0 71
期間移動 増 生産 6 9 15
振替 2 2 3 4 ll
減 振替 2 2 35 3 4 ll
へい死 1 1
売却 9 17
平成11年7月1日現在 8 2 37 3 14 0 4 68
期間移動 増 生産 5 ll 16
振替 2 2 3 4 ll
減 振替 2 2 33 2 4 ll
へい死 1 1
売却 6 3 14
平成11年12月31日現在 8 2 36 4 14 4 1 69
第2表 平成11年人工授精と受精卵移植成績
実施頭数 受胎頭数 受 胎 率(%) 授精回数1 2 3
40 32 80.0 22 1 4 6 3 4 1
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畿 3義 軍戚11確の青年団廟竃盛儀
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
㍑
…
? ? ? ??
?
?
?
?
?? ? ? ? ? ?
??
?
??
? ? ??
?
? ?
?
?
? ????????????
第2富藤
第2富藤
酉勝
平田
第2富藤
第 12西丸
第2富藤
稔糸茂
稔糸茂
北国7の8 ET
第2富藤
稔糸茂
平田
藤花
平田
第2富藤
平田
平田
第12西丸 ET
稔糸茂
福栄
西勝
稔糸茂
??
?
?
?
?
?
???
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
? ????????????????????? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??? ?? ?? ?? ?? ????????????????????? ?? ??????????? ??????????????????????????
10.4.29
10.4.29
10.5,15
10.5.25
10.7.9
10.7.ll
10.8.21
10.8.28
10.8.28
10.8.29
10.9.10
10.9.10
10.10.8
10.12.6
10.12.12
ll.1.19
ll.2.1
ll.3.2
ll.2.19
ll.2.23
ll.2.24
ll.3.27
ll.5.ll
?
?
? ?
?
?
?
???
?
?
?
?????
?
?
??
?
?
?
??
?
??
?
??
????
?
?
?
?
?
?????????
???? ??????
? ??
?
???
?
?
???? ?? ??
?
?
?
?
?
?
?
第4表 平成 11年の枝肉販売成績
性別 水引枝肉重量 枝肉規格 枝肉単価 売上金額
(円/kg) (円)
350 141,026
350 147,391
350 136,513
1,220 464,759
501 197,880
610 232,821
1,470 622,324
1,550 648,910
?
?
??
?
?
?
???
?
?
(ltg)
?????
??
?
?
??????????? ????
?
?
??
?
?
??……? ?? ?? ? ? ?
? ?
??? ? ?
? ?
?
?
?
?
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(2)飼料作物
平成11年度における飼料作物の生産状況を第1表
に示した｡
飼料作物の青草換算による収量は317,785kgで,
10a当たり平均収量6,407kgであった｡飼料作物収
量に放牧草地の収量を合わせた総収量は508,385kg
となった｡利用形態別による収量割合は青刈りが
20.7%,乾草が8.5%,サイレージが33.3%,放牧が
37.5%であった｡本年のイタリアンライグラス乾草収
量は前年と比べ約8,500kgの減収となった｡これは作
付けが昨年と異なることもあるが,特にE号草地で顕
著であった｡これは播種後の降雨量が少なく,圃場が
乾燥してしまい種子の発芽,生育に影響したためと
考えられる｡サイレージ調製については,A号,D号,
K1号草地においてイノシシによる被害を受けた｡収
穫1ケ月前項からトウモロコシを株元から倒し,子実
部を食害された｡A号草地については全面を借り倒し
ピックアップで収穫し,D号草地については倒され
た分を青刈りにし､残りをサイレージ用に収穫した｡
サイレージ全体の収量は昨年より増収したが,トウ
モロコシ,ソルゴーの混楢が二度収穫できたためで,
A号の一番刈り,D号草地をみると減収となった.K
1号草地においては被害が出始めた頃,イノシシ駆除
が行われ被害は拡がらなかった｡
K3号草地では本年オーチャードグラス,クローバ
の漏楢による永年草地の造成を試しみたが,イタリ
アンライグラスと同様昨年秋の播種後.圃場の乾草
が影響しオーチャードグラスが生育せず,結果ク
ローバ主体の草地となった｡今後永年牧草を造成し
なおすか検討中である｡
ここ数年試しみてきたサイレージ用トウモロコシ,
ソルゴー混接について,本年は播種時期を昨年より
早くしたことで二度収穫することができた｡特に一
番草の刈り取り後,ソルゴーの生育は順調に行き,例
年できなかった二番草のサイレージ調整ができた｡
放牧草地では例年通りオナモミ,ワルナスビ,野生
のイグサがみられるが,本年は野生のイグサの浸食
がかなり目立つようになってきた｡学生実習で行っ
た抜き取り除草は効果的であったが,生育範囲が広
く,全体を除草するにはかなりの労力を必要とする
ため,物理的,科学的を合わせた総合的方法を検討す
る必要がある｡
(野久保隆 ･川畑昭洋)
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第 1表 平成 11草 津高牧場飼料作物生産量
利用形態別収量O(g)
草地 面積 作物
(a)
A IOO トウモロコシ+
ソルで-混描
ソルデー
D2 130 イタリアンライクヾラス
ス一夕小ンク'､ラス
トウモロコシ
E 76 イタリアンライクやラス
ス一夕小ンクやラス
K1 90 イタリアンライクやラス
トウモロコシ
K2 60 エンハ小J
ス一夕やンクやラス
K3 40 オーチトト､+クローハ小
クローバ
青刈 乾草 サイレシ小 放牧 放 牧
延頭数
????????????? ?? ? ??
??
??
?
??
草地当り収量O(g)
生革換算 生草合計 10a当り
収量O{g) 収量 平均収量
40,460 93,300 9,330
???????????????????
????? ????? ??????
5,769
???? ??????
B 65 混播牧草
20 混播牧草
20 混播牧草
04 混描牧草
12 混播牧草
47 漏播牧草
85 漏播牧草
317,785 317,785
15,760 394
38,240 956
1,200 30
37,400 935
27,600 690
13,680 342
56,720 1,418
15,760 15,760
38,240 38,240
1,200 1,200
37,400 37,400
27,600 27,600
13,680 13,680
56,720 56,720
????????????
190,600 4,765
105,325 8,630 74,650 190,600 4,765
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190,600 190,600
508,385 508,385 4,425
利用形態別における生葦換算収量
青刈 乾草 サイレーシ小 放牧 合計
105,325 43,150 169,310 190,600 508,385
*サイレシ小の生草換算はエンハHJ,トウモロコシ+ソげ -X3
トウモロコシ,ソルコや-×2
☆乾草の生草換算は×5
